















次の ような注意が きましたのでお知らせ します｡特に長さについてかな り敢重
ですから,制限をこえぬよう御注意下さい ｡
東大埋 久 保 亮 五
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東大 ･日大によって社会化された大学紛争は,驚 くべき短時機の うちに全国
の大学をおおいつ くした感があ ります｡その波及の速 さは,今日の 日本の大学
の もつ内部矛盾が,もはやおおいか くすすべ もない状塵にまで連しているこ と
を,如実に物語るものといえましょうO.
大学は如何にあるべ きか,学問とは何ぞや とい う問いかけに対する答は,大
学に市民権をもつ我々のひとりひとりが,自分自身の問題 として受けとめて手




間の疎外感は 日一 日と深刻 さを増 しf学問的にも人間的にも全体的な展望や独
創的発想 を失いつらぁる現在,学問のあり･方を潤 い,人間性を回復するために







るための,ひ とつの契機 ともな り得ると信 じます ｡
個々の大学で,それぞれ('T)事情をはらみ乍ら礎起された問題は,個別性をこ
えた共通の基盤で とり上げられるべき普遍性を兼ね備えてお ります ｡ 科研費の
問題や｡産学共同 ･軍学共同 ･米軍資壷の導入等 々,どのひとつを とってみて
も,今 日の大学間蓮 とは切 り威 して考えられない ものであ ります｡
そ うい う意味で,大学間適を物性研究者 としての立場 との聞達に於 てとり上
げ,共通の間塵を共に考え,共に対処してい こうとい う間題意誠を もって,戟












,今般 ,吻小委幹事盛沢氏 より,物性グJV二プ事務勧 こ100人香の選挙のた
め,物性 グ/レ-プ員の詳 しい名簿を至急搾ってほしい とい う要請があ りました｡
100人香の選挙の有権者はこの名港に よって確定されるそうですd)で,お忙





､るようお顕い敦 しま.す ｡ 又,大学院学生等で登録希望なさる方があるかどうか
周知させて戴けますなら誠 に幸いですO
(宛先 ;仙台市片平丁 東北大学理学部物理 渡部三雄 )
必 要 事 項
氏 名 所 属 専 門 分 野
(注) 上記の依頼がありました｡皆 さん,_もれな く手続 きをして下さい JO
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ニ ュ ー ス
◎人の うごき
斎 藤 基 彦 氏 (栗大建 ･植村研)
4月 1日より,束大数葦物理助手に就任
中 野 滋 氏
東大教義物理より,千葉大 ･文理学部助教授に転任
其 木 箱 棄 民 (東北大 ･理 ･物理,教授)
昨年末 University of Califcrnia,La Jolla ,
Calif.,U.S.A.に 出張されたO今年 5月末帰国O











































編 集 後 記
さすがに4月Ol半ば ともなれば,訪れの遅 れた春 も,基研の中庭にたんばほ
の花 も開かせ , 疎水の川面も早 くも落花で美し く彩 らせています｡大学では こ
の ような呑気 な事 を云 って居ると,慣られそ うなPlF今ですが,終戦の年,∈軍和
20年の春の鋳れが殊の外美しく感 じられた思い出をもつ ものとして,私E,TLは
感慨一入と云 うところです｡
それはさておき,今月号は ｢分子理論｣の研究会報告に加えて, ｢我が国 の
物性物理'J)研究体制について ｣を特集として揚戟することにな りました.御承
知のように,この 5- 6月には物性百人委員obl改漢が行なわれる0-1で,この よ
うな特集の機会 としてほタイム リーである と思います｡ こO-)計画は先月の醤 集
会商で採択されたものですが,特案担当の米沢,小川｡川癌,蔵本各縞蕪亀の
資料褒めと原稿作成,更に印刷所 との交渉等の精力的な努力に より,時P,iIB遅 れ
-プの一つの資料 として将来共皆様のお役に立つことが出来れば幸甚ですO
ただ, ｢研究体朝を∈ついて ｣01時集を完全に資料集 とするならば,それは無
味乾燥 ともなりかねないし,逆にこれに主観を加え過ぎるならば蓮拳前のこ と
でもあり,薯挙運動の ように取 られる恐れがあることは当然ですO この点E,TLつ
いて,繭糸全額では約 2時間に渡 って討論が行なわれました｡ 年会でのこの間
題に房するインフォーマ)Vニミーティン グの報告 も特集に入るまでに全員意 見
の一致 を見ま したが,担当者の個人的見解を特集に含 ませるかどうかで意見 が
分れました｡ 多数はこれを可 としましたが,この特集の企画が大変急いで行 な
われたため,全読者にこの時集への投稿の機会を与えずに,縞集部担当者の個
人的意見だけを見解 として特集に入れるのは,編集員全員一致の膏見解ならと
にか く,今の場合現時点では不適当 との意見がありました. 幸い担当者 もそれ
を特集より外すことを了承 されましたので,談話室 としてその見解を掲載しま
した｡ (次号掲載の予定)
編集部 としては,むろん,なるべ く公平に読者の意見を反映 するような｢物
性研究 ｣であ りたいと思 っています ｡ ただ,申すまで もあ りませんが,.完全 な
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編 集後 記
公平などと云 うことは,しばしば何 もせぬ事に近い ものと思います･｡大きな誤
をする くF'いなF',何 もしない方がよいか も知れません. しかし,建設的な小
さい誤はむしろこれに横梅的意味を持たせるべきではないでしょうか｡ それ を
反論,論破しよ うとするための努力は更に広 く深い ものを究めることにつなが
る大 きい可能性を含みます｡
どうか ｢物性研究 ｣が物性研究上の問題,それに関摸 した諸蘭#-に対する百
家争鳴塀々 々の場となるよう,皆様の胡協力を切にお顔いすると共に,柄集
部に対 して稜 々調叱正を頂 きたいと思います｡
尚,京都轟南集員として活躍 された蔵本氏が九大に就接された('f)と,化学教室
の本間氏が学顎奨学生 として基研に移 られたため,_それぞれの後任 として,杉
原氏,田中氏に新たに-方指摘福集員をお願いすることになりま.した O
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